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はじめに
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社会福祉法人小田原福祉会について

現在、介護保険法上では、30事業所がある地域に根差した法人である。現在、技能実習から特
定技能に切り替えたインドネシア人4名、在留資格介護でネパール人4名、特定技能でベトナム人
3名を受け入れている。
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外国人介護人材
の実際
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当法人の技能実習の流れ

• 2017年12月 外国人介護人材との面接（オンライン）

• 2018年8月 入国後講習（日本語、介護職員初任者研修）

• 2018年11月（施設での技能実習開始）

• 2019年5月（技能実習初級試験）

• 2019年8月（技能実習試験初級合格に伴い、2号へ移行）

• 2021年5月（技能実習専門級試験）

• 2021年8月（技能実習修了）
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当法人の在留資格「介護」の流れ

• 2018年10月 専門学校より紹介があり、本人たちと面談
を行い、採用を決定

• 2019年4月 日本人の新卒者と一緒に新入職員研修
プログラムを受講

• 2019年6月 現場でのOJT開始

• 2019年12月頃 独り立ち
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当法人の特定技能の流れ

• 2021年3月 面接及び契約 その後、登録支援機関が
就労ビザの申請及び本人の住居確保に動いた

• 2021年5月 合流、まずは介護職員初任者研修を受講した。
その際、日本介護福祉士会が開発・運用する
「にほんごをまなぼう」サイトで介護の基本や介
護の専門用語を学んだ。現場のOJT場面でも
有効活用できた

• 2021年9月頃 独り立ち



7

施設側の準備①

• 責任者、指導員、生活相談員の選出

• 指導員への教育、入国後講習の視察、教育プログラムの設計

• 申請

• 寄宿舎、住居の確保

• 監理団体、登録支援機関とのやりとり

• 利用者、家族、近隣住民への説明
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• 雇用契約の締結

• 入社オリエンテーション

• 市内観光、近隣への挨拶周り

• 介護技術確認

• 住民票の手続き、口座開設、生活上のオリエンテーショ
ン、施設までの通勤経路の説明、スーパーなどの案内

• 一連のオリエンテーション終了後、現場着任、OJT開始

施設側の準備②
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落ち着かないご利用者の隣に座ったりして、
帰宅願望が強いご利用者に丁寧に対応し、
ご利用者が落ち着いた。コミュニケーション
能力が高い。

懸命さがお年寄りに伝わるし、教えてあげよ
うという気になる。ご利用者もやさしい言葉
をかけてくれることが励み。

利用者が好意的だったのが意外だった。礼
儀正しく、お年寄りと目線を合わせたり、一
生懸命行っている。家に帰ってからも勉強し
ている様子。やる気があって素直、教えが
いがある。
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現場でのOJT

個別指導を行うと共に指導員はこの時期、月に２
回進捗状況の確認、課題の共有、教育方針の確
認を行った
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日本語の勉強
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受入れの流れに沿った
事例の紹介



 日本に何らかの興味を持ち、現地の送出
し機関に応募します

 受入れの手続きを進めます
＜施設・事業所側＞ ＜外国人介護人材＞

① 外国人介護人材に
施設・事業所で働
いてほしいけど、何の
準備が必要なのか
な？

① 日本で働い
てみたいなぁ

② 日本での経験
が将来の役に
立ちそうだな

その１．入国前～契約まで

② 現地に行って面談
したほうがよいのか
な？

出典： 『介護職種の技能実習指導員講習テキスト』補足資料（日本介護福祉士会）を一部改変
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＜施設・事業所側＞ ＜外国人介護人材＞
 外国人介護人材と雇用契約を結びます  施設・事業所と雇用契約を結びます

その２．契約

② 契約の際は、どの
ような説明をしたら
よいのかな？

① 外国人介護人材
との契約書はどの
ように作ればよい
のかな？

① 賃金は？住む所は？
労働時間は？帰国の
ための長期休暇は取得
できる？

② お祈りをする部屋は
ある？ヒジャブ ジル
バブは着用できる？③ 日本語の書類だ

けで大丈夫？
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出典『介護職種における技
能実習指導員から外国人
職員への適切な技能移転
のあり方に関する調査研
究事業報告書』

シルバーサービス振興会
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＜施設・事業所側＞ ＜外国人介護人材＞
 外国人介護人材を迎え入れるための準備
を日本で行います

 日本語や介護について学びます

その３．入国前～入国まで

② 施設・事業所の職員に
は、外国人介護人材に
ついてどこまで伝えれば
良いのかな？

① 迎え入れるためにどの
ようなオリエンテーショ
ンの準備が必要？

① N4を取ったけ
ど、日本語で
話すのは難し
いなぁ・・・

② 介護って何か良く分
からないなぁ

19



＜施設・事業所側＞ ＜外国人介護人材＞
 契約内容について今一度説明するとともに、
外国人介護人材の疑問に思うこと等の説
明をします

 日本に来て、慣れない中で疑問・不安に思
うことも多い状態です

その４．施設・事業所でのオリエンテーション

② 外国人介護人材の
方は、どのくらい日本
語を話せるのかな？

① 何をオリエンテーション
すれば良い？通訳は
必要？

① 買い物はどこに？ゴミ
の捨て方は？四季っ
て何？

③ 業務で分からないこと
は誰に聞けばいい？モ
スクや祈りの部屋はど
こ？

② 病気になった
ら？犯罪に
あったら？
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＜施設・事業所側＞ ＜外国人介護人材＞
 業務上指示で外国人介護人材と意思疎
通がうまくいかないこともあります

 業務上、困ることがたくさんあります

その５．業務への従事

② 介護の基本的な考
え方って、説明する
のが難しいなぁ

① 分かった、と言ったのに、
分かっていなかったことが
あったけれど、なぜ？

① 人によって介
護のやり方が
違って混乱す
るなぁ

③ お風呂に入る
習慣がなかっ
たから、入浴
業務が大変
だなぁ

② 母国では看護
師だったけど、
注射はしては
いけないの？

② 日本人職員と外国人介護
人材、どちらの要望も聞くの
は難しいなぁ

④ 90歳や100
歳なんて人
に会ったこと
がないよ・・

⑥ 母国が恋し
い・・

⑤ 始業時間には厳
しいけど、終業時
間はそうでもない
ね・・
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＜施設・事業所側＞ ＜外国人介護人材＞
 文化的側面から、外国人介護人材に配慮
したほうが良いことがあります

 文化的側面から困ることがあります

その６．文化的な側面に関する事柄

② 宗教への配慮って、
何をすればよいの？

① 注意をしたら、予想以
上に落ち込んでいるの
だけれど・・

① 事前の合意がな
いのにヒジャブ・ジ
ルバブを脱がされ
たのだけど・・

③ ラマダン中な
のに業務負
担軽減がされ
ず、大変

② お祈りの時
間を取って
はいけない
の？

④ ミスを指摘され
たけれど、曖昧
な表現で何を
直してよいかわ
からないなぁ

⑤ 食べ物が
違って食欲
がわかな
い・・
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＜施設・事業所側＞ ＜外国人介護人材＞
 日本語の問題で外国人介護人材と意思
疎通が難しいことがあります

 日本語の問題で日本人職員・利用者と意
思疎通が難しいことがあります

その７．日本語の理解

② 方言で喋らないよう
に気をつけていたけ
れど、意識せず使っ
てしまって話が通じ
なかった

① 早口で話している
つもりはなかったけ
れど、聞き取れな
かったみたい

① 利用者の方が
話す方言が全く
分からない・・

② 介護の専門用
語・略称が良く
分からない・・

③ 申し送りで何
を言っている
のか理解でき
ない・・

④ 手書きの介護
記録を読んでも
理解できない・・
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＜施設・事業所側＞ ＜外国人介護人材＞
 地域の中で外国人介護人材が孤立しがち
ですが、地域住民とも交流できるよう手助
けが必要です

 慣れない土地で、周りは外国人だらけで会
話もままならないという環境で、地域の中
で孤立しがちです

その８．地域で暮らす

② 職場の人しか
話し相手がいな
いみたいで、寂
しそう・・

① 遊ぶところが分
からず、家にい
ることが多いみ
たい・・

① 周りに何もなく
て、車にも乗れ
ないから、どこに
も行けないなぁ

② 近所の人に話
しかけたいけど、
嫌がられるかと
思うと勇気が
出ないなぁ
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２者間だけの関係だと摩擦が起きやすい

君が外国人介護人材の
指導担当者だから
あとはよろしくね。

俯瞰して、冷静に判断し、マネジメント
する立場の人が望まれます。
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やる気に
溢れている時
期

疲れが出て体
調を崩しやすい
時期

慣れによる自信
と過信によるミス

ハイペースになりすぎな
いように ペースを落とす

定期面接によるフィードバック、
適切なタイミングでの指導、もう
一度基礎介護技術を確認する。

外国人介護人材・指導員双方の
心身のバランスを確認することを意識して対応した
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その他の指導時の特筆すべきケース
～当法人で、指導時に実際にあったケース～

●外国人介護人材側

• メモを取る習慣がない外国人介護人材がいた。

• 何でも「はい、わかりました」「できます」と返答してしまう。

• 利用者に対して日本人が思う以上になれなれしく接してしまった外国人介
護人材がいた。

●施設・事業所側

• 「私はこうやってるけど」「私はまだまだだけど」など、謙遜している姿勢は
外国人にとって自信がない人に映ってしまった。

• 外国人介護人材の指導担当者が他の指導担当者の技術を「違う」と言った。



受入れ後の対応
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• いきなり一度にあれも、これもと対応しない
（外国人介護人材がパンクしてしまう。本人たちの状況を見つつ、途
中で増やしていくことも可能）。

• 馴れてきたら、信頼できる場所（日本語を勉強できるサークルなど）
とつなぐこともできる。

【当法人で考えるステップ】

①まずは、生活を成り立たせる。

②施設・事業所、業務に馴染む。
（この段階で、本人たちと一緒に目標設定をする）

③試験等に臨む。

受入れ後のステップ
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①受入れ前の日本語のレベルはどうか？

②実際に業務で必要となる日本語とは？

• 日本語能力試験のレベルはあくまで指標。

• N2保持者であっても、意外に聞き取りが困難な方もいるため、外
国人介護人材個人の能力を把握しつつ、合った対応をしていく。

• 就業規則や法人内でのルールなど、必ず理解をしていただく必要
があるものは、母国語で用意ができれば○

受入れ後の指導（日本語能力的側面）
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言葉が通じないことによるストレス

言葉が通じない。生活でトラブルが多い。

その外国人をひとりで面倒見る・・・

➡ 指導員を孤立させないように。

※受入れは、施設・事業所の人材育成マネジメント力が問われます。

現場のOJT指導員も、生活相談員等、兼務の中で人材育成をします。

失敗すると有能な職員まで離職するリスクも孕んでいます。
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• 当法人では、介護を教えるにあたり、共通のモノサシが必

要であると考えており、どのような価値観で介護を行って

いるか、予め指導の方向性を統一している。

• 手順は人それぞれ違うが、何に対してアプローチしている

かは共通している。指導上の留意点について指導にあた

る職員で共有している。

受入れ後の指導（介護技術的側面）
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報告、連絡、相談について

当法人では、介護における申し送りについて以下の能力が必要であると考えている。

① 申し送りを理解している

② 申し送りを申し送れる

③ 記録に落とせる

【①②について】

• 当法人では、外国人介護人材が初期の段階で躓いていたため、「他職員が言った内容はどう
いった内容であったのか、それを自分に申し送って下さい」と指導員がミーティング後に復習を
兼ねて確認していました。現在では、とてもスムーズに申し送りを行っています。

• また、当法人では指導員の指導の下、介護の専門家として育成し、チームケアの一員として教
育するため、利用者の変化の兆しや業務遂行について、必ず報告するよう、意識付けを繰り返
し実施しています。
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文化／宗教の観点から考える介護技術の指導
～当法人で実際にあったケース～

• 右手は神聖な手ということで左手のみで排泄介助をしよう
とした。（ネパール）

• 男尊女卑で女性リーダーの指導を聞かなかった。（ネパー
ル）

• お風呂のお湯加減が分からなかった。（インドネシア）

• ごちゃまぜ丼にしようとした。（インドネシア）

• ラマダンをして倒れた。（インドネシア） ※他法人
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母国語で介護の頭を作る
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• 日常会話ができても、介護特有の言葉もあります。「便失禁のため、
下衣更衣」「仰臥位から右側臥位へ体位変換した」など、一般的な日
本語では使わない言葉がたくさんあります。まず、介護記録から頻繁
に使う専門用語や逐語記録なども抽出し、基本的な用語の統一を図
りました。

日本語は日本語の指導者に任せるだけでなく、介護の特
有の用語などは介護技術の指導者の下、指導しないと意
味がないと実感しました。

日本語指導と介護技術の指導は切り分けられるか？
～当法人で実際にあったケース～
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さいごに
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当法人での外国人介護人材への
指導についての考え方

• 異国での生活者として外国人介護人材を支える。

• 介護は誰にでもできる仕事ではない。まずは介護の考え方
を母国語で理解する。

• 私たちが作ってきた介護文化を壊さないようにするのが
我々の仕事。

• 「外国人」というレッテル貼りをしない。人間としてみる。

• そもそも「異文化協和」が大事。
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